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〈犬と猫の両方を飼養保管する場合の上限頭数〉
　犬と猫の両方を飼養保管する場合の職員1人当た
りの頭数の上限は、それぞれの上限の合計数ではな
く、別途基準省令別表で定められている。
　別表の読み方については、右の図表10で説明する。
まず「犬の頭数」又は「猫の頭数」に着目する。犬・猫
の頭数の組合せが複数ある場合は、最大値が上限と
なる。例えば、別表において犬の頭数が「11頭」の場
合（①）は、表の同じ行のうち、猫の頭数は「14頭」又
は「13頭」が該当するが、組合せの最大値を取るた
め猫の頭数は「14頭」となる（②）。犬と猫の上限頭
数が確定した後、これに対応する犬・猫の「繁殖の用
に供する頭数」の上限頭数の値が何頭かを確認する。
犬が「11頭」の場合、このうち繁殖犬は「8頭」が上限
頭数となり（③）、これに対応する猫の上限頭数「14
頭」の場合、このうち繁殖猫は「12頭」が上限頭数と
なる（④）。
　上の例では、まず「犬の頭数」に着目したが、逆に「猫
の頭数」から見た場合、猫の上限頭数に対応する犬
の上限頭数は1つに決まるため、繁殖の用に供する
犬・猫の頭数も明確に1つに決まることとなる。
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図表10 犬と猫の両方を飼養保管する場合の職員1人当たりの
　　　　飼養保管頭数の上限

※本表は基準省令本則別表（P95）を上限頭数の説明のために
　加工したもの。


